
馬かぶと・馬よろいの実物展示
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大谷古墳は、国内では大変珍しい馬
かぶと・馬よろいが発見された重要な
古墳で、出土品はまとめて国の重要文
化財に指定されています。今回、出土
品を代表する馬かぶとの実物資料を展示

します。アジアで初めての実物資料の
発見で、その後、朝鮮半島で複数の馬
かぶと・馬よろいが発見されています
が、現在でも日本国内では３例のみで
す。また、あわせて馬の胴体を守った
馬よろい（全国で２例）、西アジアに由
来するパルメット文様が素晴らしいくつ
わや飾り金具（ぎょうよう）などの馬具類
も展示します。今から1500年以上前に、
大陸から日本に伝えられたすぐれた馬
具のセットをごらんください。
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※馬かぶとは貴重
な資料のため、展
示では平置きして
います。
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重要文化財

〚展示品〛すべて重要文化財（国保有、当館保管）

馬冑（かぶと）
馬甲（よろい）
その他、馬に装着した馬具の金具など（轡、杏
葉、雲珠、馬鈴、辻金具、鐙）
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